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平成 23 年 10 月期第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想との差異に関するお知らせ 

 
 平成 22 年 12 月９日に公表した平成 23 年 10 月期の第２四半期累計期間（連結・個別）業績予

想との差異に関しまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 
 
１．平成 23 年 10 月期第２四半期連結累計期間業績予想と実績との差異 

（平成 22 年 11 月 1 日～平成 23 年４月 30 日） 
                               （単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
4,500 55 200 85 

円 銭
3,564 39

今  回  実  績（Ｂ） 
  

4,629 12 138 47 2,009 50

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 129 △42 △61 △37 ― 

増 減 率            （％） 2.9 △77.6 △30.8 △43.9 ― 
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（平成 22年 10月期第２四半期） 3,628 40 158 74 3,110 39
 
２．平成 23 年 10 月期第２四半期累計期間業績予想と実績との差異 

（平成 22 年 11 月 1 日～平成 23 年４月 30 日） 
                               （単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
4,500 55 200 85 

円 銭
3,564 39

今  回  実  績（Ｂ） 
  

4,600 12 137 47 2,014 84

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 100 △42 △62 △37 ― 

増 減 率            （％） 2.2 △76.9 △31.3 △43.8 ― 
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（平成 22年 10月期第２四半期） 3,626 41 158 74 3,109 81

 

 



３．理由 

 当連結累計期間において、売上高は順調に推移いたしましたが、利益面において業績予想を

下回ることとなりました。これは、平成 23 年４月に開設いたしました有料老人ホーム「たの

しい家堀川今出川」について、入居一時金に関する短期解約特例制度（いわゆる 90 日ルール）

に基づき保守的な会計処理を行ったため収益計上が下期にずれ込んだこと、また費用面におい

ては、売上伸長に伴い、各拠点の利益に応じて計上される業績一時金（賞与）の繰入額が予想

より増大（約 22 百万円）したこと、及び処遇改善交付金の増加により、交付金に対応して支

払われる介護職員に対する賞与額および賞与引当金繰入額が予想より増加したこと等、人件費

が増加したことによるものであります。また、下期（平成 23 年５月以降）に新規開設予定で

ある施設について、サービスの質を向上させ、早期満床を達成する目的で、人員の採用を早期

に行ったことも、営業利益減少の要因となっております。 

  その他、当連結累計期間において、デイサービス「たのしい家やまだ」の事業撤退に伴う固 

定資産除却損および減損損失を計上しており、当四半期純利益が減少しております。 

 なお、営業利益減少の要因となりました人件費の増加については、下期における新規施設の 

早期満床達成および既存施設の入居率向上により回収可能であると見込んでおり、通期の業績 

予想については、現時点において変更はございません。 

 

注）上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものでありま

す。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数字と異なる結果となる可能性があります。 

 

    以  上   
 


